
阿南市立那賀川中学校

令和6年度  学校評価アンケート結果

令和6年度　那賀川中学校経営の概要

校訓　『いのちを大切に』

(１)　教育目標

　☆ 『いのちを大切に』の精神のもと、自他を尊重し、自律した生徒を育成する

(２)　めざす学校像

   ☆ 生徒が安心して通える学校

   ☆ 地域から信頼される学校

   ☆ 生徒を通わせたいと思える学校

(３)　めざす生徒像

　☆ 自他を尊重し、自律した生徒

(４)　めざす教師像

　☆ 教育の専門家として、常に研究・研修に励み、努力する教師

(５)　本年度努力目標及び推進具体策

　◎いのちを守る･大切にする

　　①　基本的な生活習慣（早寝早起・食事等）の確立

　　②　人権教育の推進と生徒指導体制の充実  いじめの予防

　　③　特別支援教育の推進充実

　　④　道徳教育の推進充実

　　⑤　特別活動の充実

　　⑥　食育の推進、徒歩通学・自転車通学の推奨

　　⑦　災害を迎え撃つ教育

　◎いのちを育てる

　　①　驚きと発見のある授業

　　②　教科教育の充実

　　③　個に応じた指導を重視

　　④　国際理解教育の推進

　　⑤　学校図書館を活性化、読書活動の充実

　◎いのちを育む・つむぐ

　　①　郷土那賀川町への愛着と誇り

　　②　進路指導の充実

　　③　キャリア教育の推進　・これからの社会に求められる人材を育成



(1) 【学校生活に関すること】個性的で魅力的な学校づくり、施設・設備

R5 R6 R5 R6 R5 R6

生徒 22 34 43 39 65 73

保護者 20 21 49 54 69 75

教職員 9 20 64 75 73 95

R5 R6 R5 R6 R5 R6

生徒 38 39 49 45 87 84

保護者 37 35 57 49 94 84

教職員 14 25 73 65 87 90

１－１

校風伝統を生かした学校づくり

そう思う ほぼそう思う 合計

◎１－１：【校風・伝統を生かした魅力的な学校づくりができている】

　生徒・保護者の約７割、教職員の約９割が「そう思う」「ほぼそう思う」と回答している。

　本校では、全国にも誇れる、校訓「いのちを大切に」のもと、全教育活動を展開している。校

風を生かした教育活動を、さらに展開するためにも、日頃の教育活動、ボランティア活動、オン

リーワン活動や学校行事などの目的を生徒に明確に示し、地域の方々や保護者へ情報発信に努

め、行事への参加を呼びかけたい。それらを通して生徒には達成感や充実感を味わわせ、保護者

には学校教育への理解や協力を持続し、本校の校風・伝統を生かした魅力的な学校づくりにつな

げていきたい。

◎１－２：【学校の施設・設備は十分である】

　「そう思う」「ほぼそう思う」の割合が、生徒・保護者・教職員とも約８割から９割となって

いる。情報機器等が導入され、それらも含め「設備の充実」と捉えられていると捉える。今後も

学力向上に向け、さらなる充実を図るとともに、活用の様子など、保護者への啓発も並行してい

きたい。

１－２

施設設備の充実

そう思う ほぼそう思う 合計



(2) 【生徒の生活に関すること】自律した行動・学校の決まりを守る。

R6 R6 R6

生徒 40 27 67

保護者 37 44 81

教職員 15 50 65

R5 R6 R5 R6 R5 R6

生徒 33 42 53 50 86 92

保護者 17 47 64 45 81 92

教職員 0 0 82 85 92 85

R5 R6 R5 R6 R5 R6

生徒 26 33 50 50 76 83

保護者 20 37 60 53 80 90

教職員 0 5 77 65 77 70

R5 R6 R5 R6 R5 R6

生徒 16 26 45 50 61 76

保護者 16 20 55 58 71 78

教職員 0 0 41 55 41 55

２－３

人を大切にした行動

そう思う ほぼそう思う 合計

２－４

自律した行動

そう思う ほぼそう思う 合計

◎２－１：【生徒はお家の人と学校での話をよくする】

　「そう思う」「ほぼそう思う」の割合が6割から8割である。今年度から新しく質問をおこなった項目にな

る。家庭において学校の様子を話し合うことはとてもよい効果があると考えている。来年度の結果からさらに

分析を進めていきたい。

◎２－２：【生徒は学校や学級のきまりを守っている】

　「そう思う」「ほぼそう思う」の割合で見ると、３者とも８割から9割である。また、「そう思う」だけを

見ると教職員は少ない。時に、交通ルールやマナーの件で市民の方より苦言をいただくこともあり、継続的な

指導の必要性も感じている。また、規範意識だけでなく、社会性を身につけていけるように、家庭との連携も

密にしていきたい。

◎２－３：【人を大切にした行動がとれている】

　２－１とほぼ同じ傾向を示してる。人を大切にした行動がとれる生徒の育成も本校の大きな目標である。今

後も教育活動全体で、より積極的な行動のできる生徒の育成をめざして、道徳教育、人権教育の推進に努めて

いかなければならないと感じている。

◎２－４：【生徒は自律した行動がとれている】

　「そう思う」「ほぼそう思う」の割合が5割から7割である。教職員でめざす生徒像について「自律した生

徒の育成」を目標に掲げ共有したが、「自律した生徒とは何か」について保護者の間に認識のずれがないよ

う、教職員と生徒間で具体的に考え、その育成を図るために、家庭と連携していく必要がある。

２－１

家庭で学校についての会話

そう思う ほぼそう思う 合計

２－２

きまりを守っている

そう思う ほぼそう思う 合計



(3) 【教職員に関すること】教職員の指導姿勢・情熱

R5 R6 R5 R6 R5 R6

生徒 40 45 43 35 83 80

保護者 19 17 54 55 73 72

教職員 9 10 77 80 86 90

R5 R6 R5 R6 R5 R6

生徒 42 46 40 37 92 83

保護者 23 22 54 56 77 78

教職員 0 30 73 65 73 95

R5 R6 R5 R6 R5 R6

生徒 43 52 29 25 72 77

保護者 19 15 50 43 69 58

教職員 23 40 68 55 91 95

３－２

情熱を持った教員が多い

そう思う ほぼそう思う 合計

◎２－１：【生徒はお家の人と学校での話をよくする】

　「そう思う」「ほぼそう思う」の割合が6割から8割である。今年度から新しく質問をおこなった項目にな

る。家庭において学校の様子を話し合うことはとてもよい効果があると考えている。来年度の結果からさらに

分析を進めていきたい。

◎２－２：【生徒は学校や学級のきまりを守っている】

　「そう思う」「ほぼそう思う」の割合で見ると、３者とも８割から9割である。また、「そう思う」だけを

見ると教職員は少ない。時に、交通ルールやマナーの件で市民の方より苦言をいただくこともあり、継続的な

指導の必要性も感じている。また、規範意識だけでなく、社会性を身につけていけるように、家庭との連携も

密にしていきたい。

◎２－３：【人を大切にした行動がとれている】

　２－１とほぼ同じ傾向を示してる。人を大切にした行動がとれる生徒の育成も本校の大きな目標である。今

後も教育活動全体で、より積極的な行動のできる生徒の育成をめざして、道徳教育、人権教育の推進に努めて

いかなければならないと感じている。

◎２－４：【生徒は自律した行動がとれている】

　「そう思う」「ほぼそう思う」の割合が5割から7割である。教職員でめざす生徒像について「自律した生

徒の育成」を目標に掲げ共有したが、「自律した生徒とは何か」について保護者の間に認識のずれがないよ

う、教職員と生徒間で具体的に考え、その育成を図るために、家庭と連携していく必要がある。

３－３

先生のいじめなどへの対応

そう思う

◎３－１：【教員は適切な指導ができている】

　「そう思う」「ほぼそう思う」の割合は、7割から9割である。常に教職員は生徒、保護者の視点に立ち

日々の教育活動を展開している、今後も保護者についても、必要な場合には指導の内容や経緯について丁寧に

説明し、連携を図っていく。

◎３－２：【情熱を持った教職員が多い】

　「そう思う」「ほぼそう思う」の割合は約７割から9割である。現在、教職員は子どもたちと関わる教育活

動をはじめ、学校現場に求められている多大な業務に向き合うという現状がある。教職員の心身の健康は、情

熱を持った教育につながるとの認識のもと、現在、「学校現場における働き方改革」を推進しているところで

ある。保護者にも、学校における働き方改革を進めることが、教職員のワークライフバランスを改善し、ひい

ては教育の質の向上につながるということの理解と協力を求めていきたいと考えている。

◎３－３：【いじめなどの問題に真剣に取り組んでいる】

　保護者の否定的な回答は多くないが、生徒の回答に「わからない」が多いのは、いじめに遭遇したことがな

いとも考えられるが、いじめに対して鈍感になっている可能性も考えられる。保護者の回答に「わからない」

が多いのは、生徒と保護者のコミュニケーション不足により、学校の様子が十分保護者に伝わっていない可能

性も考えられる。今後も適切に連携を深めていきたい。

３－１

教師の適切な指導

そう思う ほぼそう思う 合計

ほぼそう思う 合計



(4) 【授業に関すること】授業はわかりやすい・適切な評価

R5 R6 R5 R6 R5 R6

生徒 35 39 52 45 87 84

保護者 12 15 49 43 62 58

教職員 9 39 73 45 82 84

R5 R6 R5 R6 R5 R6

生徒 37 45 40 36 77 81

保護者 17 13 50 50 67 63

教職員 23 45 59 45 82 90

R5 R6 R5 R6 R5 R6

生徒 23 25 34 34 57 59

保護者 9 6 30 28 39 35

教職員 9 15 59 45 68 60

４－１

わかりやすい授業

そう思う ほぼそう思う 合計

◎３－１：【教員は適切な指導ができている】

　「そう思う」「ほぼそう思う」の割合は、7割から9割である。常に教職員は生徒、保護者の視点に立ち

日々の教育活動を展開している、今後も保護者についても、必要な場合には指導の内容や経緯について丁寧に

説明し、連携を図っていく。

◎３－２：【情熱を持った教職員が多い】

　「そう思う」「ほぼそう思う」の割合は約７割から9割である。現在、教職員は子どもたちと関わる教育活

動をはじめ、学校現場に求められている多大な業務に向き合うという現状がある。教職員の心身の健康は、情

熱を持った教育につながるとの認識のもと、現在、「学校現場における働き方改革」を推進しているところで

ある。保護者にも、学校における働き方改革を進めることが、教職員のワークライフバランスを改善し、ひい

ては教育の質の向上につながるということの理解と協力を求めていきたいと考えている。

◎３－３：【いじめなどの問題に真剣に取り組んでいる】

　保護者の否定的な回答は多くないが、生徒の回答に「わからない」が多いのは、いじめに遭遇したことがな

いとも考えられるが、いじめに対して鈍感になっている可能性も考えられる。保護者の回答に「わからない」

が多いのは、生徒と保護者のコミュニケーション不足により、学校の様子が十分保護者に伝わっていない可能

性も考えられる。今後も適切に連携を深めていきたい。

４－2

適切な評価

そう思う ほぼそう思う 合計

４－３

ＩＣＴでわかりやすい

そう思う ほぼそう思う 合計



R5 R6 R5 R6 R5 R6

生徒 22 37 40 37 62 74

保護者 12 9 40 46 52 55

教職員 0 0 14 65 14 65

R5 R6 R5 R6 R5 R6

生徒

保護者

教職員 5 10 50 40 50

４－４

学んだことを生活の中で活用

そう思う ほぼそう思う 合計

４－５

情報教育により指導環境の向上

そう思う ほぼそう思う 合計

◎４－１：【授業はわかりやすい】

　生徒・教職員の「そう思う」「ほぼそう思う」の割合は８割となっているが、保護者は5割であり、「わからな

い」が約２割となっている。積極的に学習の様子を発信していく必要がある。個々の学力差はあるものの、全体

的にはきめ細やかで丁寧な学習指導ができるように、積極的なＩＣＴ機器の導入、「学習の手引き」等で具体的

な学習方法を示したり、自主学習を勧めるなどの手法で学力向上に向け、取り組んできたが、今後も、個別最適

な学びの実現に向け、生徒のやる気を引き出させる授業の工夫を継続していきたい。

◎４－２：【学習成果を公平かつ適切に評価している】

　「そう思う」「ほぼそう思う」の割合は、教職員が9割を超えているのに対し、保護者は6割である。この隔た

りを埋めるためには、まず、３観点の観点別評価をどのような方法で行っているのか、生徒・保護者にわかりや

すく説明する必要がある。さらに、主観的な評価に陥らず、客観的なデータに基づいて観点ごとに適正な評価が

できているか、評価の在り方を見直していきたい。

◎４－３：【ＩＣＴを活用してわかりやすい授業をしている】

　「そう思う」「ほぼそう思う」の割合は、生徒で5割、保護者は3割となっている。どのように活用しているの

かを、保護者に対しても発信していく必要がある。また、わかりやすい授業を展開する上でＩＣＴも活用するこ

とは大切であり、教職員が効果的にＩＣＴを活用するスキルを身につけていくことが大切であり、わかりやすい

授業をするために、教職員が適切な教具と指導方法を選択することが重要である。

◎４－４：【学んだ知識を生活の中で活用しているか】

教職員は、昨年に比べると肯定的な意見が増えている。今後も、新学習指導要領の目指す力をどのように生徒に

つけさせ、指導の改善をしていくか継続していきたい。

◎４－５：【教職員は情報教育の推進により指導環境が向上したか】

教職員対象の評価である。具体的な環境の変化について考えにくい状況もあり、肯定的な意見は約５割にとど

まった。今後さらに情報に関する環境と整備していく必要がある。



【学校行事に関すること】生徒にとって楽しい・学級のまとまりや伝統の継承

R5 R6 R5 R6 R5 R6

生徒 40 47 45 35 85 82

保護者 30 47 60 41 90 88

教職員 23 20 64 75 87 95

(6) 【部活動に関すること】教師の情熱を持った指導・生徒の意欲的な取組

R5 R6 R5 R6 R5 R6

生徒 45 52 31 24 76 76

保護者 33 39 37 37 70 76

教職員 9 35 64 45 73 80

R5 R6 R5 R6 R5 R6

生徒 39 52 36 30 75 85

保護者 41 49 41 31 82 80

教職員 18 25 68 70 86 95

◎６－１：【部活動担当教員は情熱をもって指導している】

　「そう思う」「ほぼそう思う」の割合は生徒、保護者、教職員の約７割を超えている。それぞれの部の方

針・練習内容の差はあるが、部活動は、体力や技能の向上をめざすだけでなく、あいさつや礼儀の大切さを学

ぶことも目的とする教育活動の一環として認識もしているところである。「学校における働き方改革」と併

せ、今後もその在り方について検討をしていきたい。

◎６－２：【生徒は部活動に熱心だ】

　「そう思う」「ほぼそう思う」の割合で見ると、三者とも約８割から９割となっている。部活動と学業の両

立で今後も充実したものとなるよう工夫していきたい。

６－２

生徒は部活動に意欲的

そう思う ほぼそう思う 合計

６－１

部活動担当教員の情熱

そう思う ほぼそう思う 合計

５－１

学校行事は生徒たちにとって楽しい

そう思う ほぼそう思う 合計

◎５－１：【学校行事は生徒にとって楽しいものとなっている】

　「そう思う」「ほぼそう思う」の割合は、8割から9割となっている。今後も、生徒たちにとって充実

した楽しいと感じられる行事の企画を工夫していかなければならないと感じる。



(7) 【開かれた学校づくりに関すること】情報公開・参観日・面談・体験学習等

R5 R6 R5 R6 R5 R6

生徒 23 40 47 40 68 80

保護者 22 15 49 60 70 75

教職員 9 30 55 70 88 100

R5 R6 R5 R6 R5 R6

生徒 38 44 37 33 75 77

保護者 37 30 54 62 91 92

教職員 18 25 73 75 91 100

(8) 【那賀川中学校の教育全体に対する信頼と誇り】

R5 R6 R5 R6 R5 R6

生徒 52 53 33 29 85 82

保護者 42 42 45 47 87 89

教職員 9 25 56 60 64 85

◎７－１：【那賀川中学校の様々な情報の提供】

　３者とも７割から10割の肯定率である。保護者の割合がやや低いのは、学校からの発出文書が確実に届い

ていないという側面も考えられる。保護者に情報を提供する機会・手段として、三者面談、学校便りや学年便

り等の文書、ホームページ、通信簿や成績表、欠席時等の家庭連絡などが挙げられるが、今後も、それぞれの

方法で、保護者のニーズに合った情報提供を心がけていきたい。

◎７－２：【参観日や面談が適切に行われている】

　「そう思う」「ほぼそう思う」の割合は、生徒はほぼ横ばい、保護者、教職員は昨年度を上回っている。参

観日を２回実施できたことも要因だと考えられる。今後も適切な時期や手法を工夫していきたい。

◎８－１：【那賀川中学校の教育全体に対する信頼と誇り】

　那賀川中学校に対する信頼と誇りを「那賀川中学校の生徒で良かったか。」という問いかけで評価したもの

である。「そう思う」「ほぼそう思う」の割合が、生徒・保護者・教職員で8割近い回答である。昨年度に比

べ、教職員が上昇した。今後も全教職員で課題を見極め、その解決のための取り組みを積み重ねていく。

８－１

那賀川中学校に対する信頼と誇り

そう思う ほぼそう思う 合計

７－１

保護者に対する情報の提供

そう思う ほぼそう思う 合計

７－２

参観日や面談は適切

そう思う ほぼそう思う 合計



(9) 【阿南市に対する愛着】

R5 R6 R5 R6 R5 R6

生徒 31 40 36 32 67 72

保護者 22 22 42 40 64 62

教職員 14 35 59 55 73 90

◎９－１：【阿南市に対する愛着】

　具体的な分析は難しいが、教職員は阿南市に対する満足感が高いと考えられる。人口減少や少子化に歯止め

がかからない現状もあるが、ふるさと「阿南市」に愛着と誇りを持てる教育を、本校としても今後も継続して

いきたい。また、行政も、現在の中学生が将来大人になっても住み続けたいと思う魅力的な街づくりを真剣に

考え、推進してくれることを願っている。

９－１

阿南市に対する愛着

そう思う ほぼそう思う 合計


